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           地(知)の拠点大学による地方創生推進事業 成２ 度事業報告書 
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あい つ 
地域 創生や活性化 若い世代 力 不可 公立大学 あ 本学を 地方 大学 地域

定着 貢献 人材を輩出 いく 以上 重要 使命 い  

広島市立大学 成 文部科学省 地 知 拠点大学 地方創生推進事業 Ｃ Ｃ＋

実施校 選定 地域 必要 人材を育成 プロ ェ を進 い 本学 広島地域 大学

等 校 協働 広島広域都市圏 市 尾道市を加え 自治体や地元 企業等 連携 関係機関

皆様 多大 協力をい 事業を進 い  

 事業 おい 学生 地域 素晴 や ン ャ 気 地域 暮 自己実現

可能 認識 必要 そ 観光振興や地域 活性化を 地域志向型 教

育カ ュ 充実 実践を中心 観光関連 ベ やア プロ ェ 様々 取組を実施

い  

成 事業 本格的 稼働を始 そ 概要を 報告 関係 皆様へ

感謝を申 上 今後 事業推進 引 続 支援 協力をい うお願

い申 上  

 

成 月             事業協働協議会会長  

広島市立大学 理事長 学長   青木 信之 



■本報告書 構成                                                                                 [広島市立大学ＣＯＣ＋ 成 28 度事業報告書] 
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 広島市立大学ＣＯＣ＋の概要 
 
 

 事業 目的 

事業 事業協働地域 広島広域都 圏 尾 課題 あ 人口

流出 観 資源 活用 改善 目指 全学共通系科目 学部専

門科目 体系的 再編成 地域 愛着 誇 持 地域 根付 地域

展 献 人 育成 課題解決 資 能力 養成 目的 い

 

 

 

 事業協働地域 
  事業 広島 立大学 参加大学 位置 経済面や生活面 結

強い 自治体 連携 事業 実施 広島広域都 圏

尾 象地域 い  

広島広域都 圏 構成  広島 竹原 原 大竹

東広島 廿日 安芸高田 江田島 山口県岩国 山口県柳 安

芸 田 広島 府中 海田 熊 坂 ※大崎 島 世羅 山口

県周防大島 和木 関 田 施 生 圏域 隣接 観 都

あ 立大学 持 尾 参加 得 全体 行政 域

い  

 

■加入経緯  成 日 補助申請時 あ 後

成 日 記※印以 事業協働自治体 加入 い

 

 

■ 象地域 呼称  象地域 広島県 山口県 自治体 構成

い 広島 山口 ｒｅａ いう呼称 設定  

 

■広島広域都 圏  広島 都心部 k 車 約 時間 圏内

経済面や生活面 深く結 付い い 構成 国 連携中枢都 圏制

依 成 策定 広島広域都 圏 展 ョ 地域 資源

圏域全体 活用 様々 施策 展開 圏域経済 活性 圏域内人

口  万人超 目指 組 進 い  

事業 う 地域政策 連携 進 い  

 

事業協働地域 広島広域都 圏 尾  

■地域 人口動向  
代 増加 い

代 入 伸 悩
万人 減少 転 い

少子高齢 影響 ほ 東京圏等
大都 圏 人口流出 あ 人口

増減 齢別 大学進学時 大学
卒業後就職時 転出超過 い

状況 処 いく必要 あ  
 

■広島 立大学 就職状況等 成  
学 広島 和科目 設定 履修 必

修 地域志向 教育 ュ
組 成 時点

県内就職率 ％ い 県内出身
卒業生 多く 県外 職 求 転出 い 状
況 あ  
 

2,350,000

2,400,000

2,450,000

H21 H22 H23 H24 H25

事業協働地域人口総数の増減 人

総数
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 [  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

 

 

 事業協働機関 
  学 事業 参加 協働 事業 組 大学 自治体 経済団体

企業等 機関 機関 学 含 全 機関  

 

■大学等 校 大学 あ 学 含 全 校  

広島大学 校 尾 立大学 広島経済大学 広島工業大学 広島国際大

学 広島修 大学 校 安田女子大学 広島商船高等専門学校 校  

 

■自治体  前 記載  

 

■経済団体 企業等 機関 

経済団体 中国経済連 会 広島商工会議所 広島経済

会 広島県経営者協会 

企業等  株 一社 尾 観 協会 信

用 庫 株 尾 公 コ ュニ

来創造基 山陽工業 株 尾 国際 株 中

国新聞社 西中国山地観 施設等連絡協議会 日工 株  

株 コ 公 広島観 コ ョ ュ

株 広島銀行 広島 信用組 公 広島 文 団

広島信用 庫 広島電鉄 株 株 広島東洋 広島

日 自動車 株 公 広島 和文 株 福屋

株  広島 株

広島 株  

広島 株 株 銀行 株 山 屋  

特定非営利活動法人 広島 特定非営利

活動法人    

企業等 十音  

 

 

 

 

 

 

 

広島市立大学 ＣＯＣ＋大学 とＣＯＣ＋参加校 

広島広域都 圏鳥瞰 制作 芸術学部 笠原浩教授  
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[  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

 

 事業計 内容 
 

 事業 称 観 振興 海 国際文 生活圏 創生 向 人 育成事業  

 

  事業 人 育成 主目的 い 地域 定着 活躍 人 育

学生 多彩 魅力 認識 地域 暮 自己実現

可能 あ いう 抱く 前提 地域志向 教育

地域 学習 現場 出向い 多く 人 会い 様々 活動 経験 要

事業 観 振興 学生 観 資源 歴

や文 人 交流や活性 状況等 幅広く地域 知見 深 う

地域 愛着 誇 持 地域 献 人 育成 目指  

 

 人 育成 目標 

 

 地域 課題解決 修得 能力 地域 特性や課題 理解 課題解

決 方法 総 的視 企 実践 必要 ワ 形成 調整 自

専門性 効果的 揮 能力 育成 教育 等 広島 立大学や

参加大学 特色 活 展開  

 

 事業 柱 組  

 

 地域志向型 教育 ュ 整備 推進 

広島 知 感 問う 挑戦 段階 構成 ュ 地域特

定科目 新設 関連 既存科目 充  

 観 関連 構築 活用 

人 育成教育や観 振興策 提案等 活用 観 関連情報 網羅的

集積 活用 

 等 教育研究事業 実施 

学芸術学部 中心 参加大学 連携 ワ 等 教育研究事業

展開 

 強  

地元企業等 入 強  
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[  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 
 

 実施体制 

 

事業 推進 学外 学内 体制 整備 い  

 

 学外 体制 

  事業 文部科学省 補助申請時 大学 自治体 経済団体 企業等 参

加 意 得 事業協働機関 設置 補助 択後 成

日 機関 参加 得 観 振興 地域創生 向 人

育成事業協働協議会 設置 協働協議会 大学 自治体 経済団

体 企業等 代表者 連絡会議 人 育成 進 教育

い 検討 事業教育 開 委員会 大学 自治体

経済団体 企業等 代表者 ワ 会議 設置 い  

 

 学内 体制 

 理事長 学長 委員長 実施特別委員会 設置 事業 実施

計 営管理等 事業 推進 あ 要 事 審議 専門的

事 検討 事業 営部会 置 教育 関

事 実施 教育 専門委員会 委員会

ュ 関 専門的 事 検討 ュ 編成ワ

置い い 観 関連 構築 管理 営 観 関

連 ワ 企 実施

ワ 就職 関 事 企 実施

就職 ワ 置い い  

 

■事務局 

  学 い 社会 献活動 中心的 役割 担う部署 あ 社会連携

推進 事務局 教員 置く  
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[  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

[  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

 

 教育  

 
学 い 構築 教育 大

流  次 全学共通教育 通 地域志向科

目 地域 特性 課題 総 的視 学  

次 学部専門教育 通 各自 専門性 磨 専

門性 課題解決 組 得 知見 成果

次 卒業論文 研究 制作 繋 い  

地域 観 振興や活性 必要

企 力 ワ 形成 調整能力 磨く場 事業協働

機関 組事例や 学 新規 実施

参加 う構成 い 中 観 関連

活用 学

 

広島 知 広島 感 広島

問う 広島 挑戦 いう 地域 向

い 学修 内容 い  

 

 
 
 

 事業 次展開 

 
事業 補助事業期間 成 成

間 あ 次 事業展開 概要 あ  

各 事業 実施 あ 事業協働協議会 協議や 外部評

価委員会 意見 踏 え 地域 愛着 誇 持 地域 献 人

育成 いう事業目標 向 常 内容や成果等 行い 計

見直 含 柔軟 実施 いく必要 あ  

事業 組 通 大学 役割 以 地域

人 定着や地域志向教育 充実 向 う う働 いく 時

最終 事業全体 検証 性 い 検討 行う  

事業 次 実施概要 
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 [  広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

 観 え方 

 
事業 観 振興 い 観 う 概念

え 事業 象範 関わ 基 事 あ  

第 回 事業協働協議会 会議 成 日開催 い 参加

自治体や企業 事業 協働 や く 事業 象範 分 広

考え 必要 あ 意見 出 参加 各大学等 い

療 福祉系 大学 あ 観 え方 共通 活動 く

い側面 あ  

一方 国 観 政策審議会 い 観 人 行動や 象等 い

非常 広い概念 え い 記  

事業 い 観 狭義 観 事象 く 広

い意味 観 交流 や 地域 魅力 く 活性 視 広

教育 や自治体 企業 協働 機会 込 う

組 必要 あ  

 
■観  

国 観 政策審議会 当時 人 行動 面 定義   

成 答申 後 観 政策 基 的方針 い 中 観

余暇時間 中 日常生活圏 離 行う 活動 あ 触

い 学 いう 目的 定義 い  

 

■  

国連世界観 機関 Ｗ 定義  

 観 ョ 人 知人訪問 家事 省

目的 時間以 以内 戻 く 旅行者 いう  

 

■観 象や資源 

観 立国推進基 法 成   

 観 資源 活用 地域 特性 活 魅力あ 観 地 形成

跡 勝 然記念物等 文 歴 的風土 優 自然 風景

地 良好 景観 温泉 文 産業等 関 観 資源 保護 育成

開 必要 施策 講 第 条 い  

  

  

狭義の観光 

 

観光客対象の取組 

名所 名物 名行事 

見 食べ 泊 買う 

広義の観光 

 

観光資源の掘 起こし 活用 

ニュ ツ ズムや 

来訪者対応の促進 

 

地域の魅力化・活性化 

 

歴史 風土 自然 文化 民俗 産業

地域を支え 人 

地域資源を活かしたまちづく  
観光交流人口の増加 

観光の振興 

広島市立大学ＣＯＣ＋事業 対象 する 観光 の範囲 
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 成 28 度の実施状況  
 

 地域志向型 教育 ュ 整備 推進 
 

教育 ュ い 地域教育 充実 成 学内

検討体制 教育 専門委員会 ュ 編成ワ

設置 検討  

成 教育課程表 作成 新入生 象 新規科目 設定 既

存科目 充実 地域 献特定 新 導入 地域 資源や産業

学 地域 愛着 深 将来 わ 地域 活躍 知識や能力 修

得 う 地域志向型科目 充実 行  

 

 地域 献特定 実施 

 学 教育 ュ 改革 中心 地域 献 関

ュ 全学共通 教育 設定 成 実施  

■  称     地域 献特定  

■  象     成 以降 入学生 適用 

■認定要件   地域 献特定 科目 位以 修得 者

習得者 認定  

           表 各 位以 地域課題演習 地域実

践演習 位以 専門教育科目 成 追加

科目 位以  

■科目数    科目 う 新規科目 科目  

全学共通系科目 科目 専門教育科目 科目 

■履修学生数 成 開講 科目 履修者 延数 人 学生数  

          人 あ 成 入学生 人 . ％ 講   

           

 地域 献特定 科目 追加検討 

 地域 献特定 科目 充実 成 い

教育 専門委員会 教務委員会 検討 行い 成

以 科目 追加 方針 決定  

 
 
 
 

■地域 献特定 成 追加 定科目 

専門教育科目 科目  

[国際学部] 非営利組織論 交通論 文 経営論 ワ 論 経

営 [情報科学部] [芸術学部] 造形応用研究  

地域 献特定 成 実施  
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                                                                                              [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 新規科目 広島 観 学 開講 成 後期  

 

地域 献特定 う 特 事業 あ 観 振興

ュ 具体 観 基礎や地域観 実態 学 科目 広島

観 学 開講  

 科目 生 象 全学共通系科目 あ ュ

広島 知 位置 い  

観 効果や 観 事業 支え 組 基礎知識 ほ 地域 様々

観 組や工 い 紹 観 地域 活性 果 役割等 学修

構成  

 開講準備 担当 藤俊雄特任教授 前期中 協働協議会

自治体 訪問 や現場調査 行 学生 地域 観

最 新 い情報 織 込 講 提供  

科目 観 いう身近 事象 学生 地域 関心 い い 成

以降 開講 地域課題演習や地域実践演習  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 広島 観 学 実施内容 

担当教員  社会連携 特任教授 藤俊雄 

履修者数  人 

講義 い  

地域 自然 歴 文 食等 地域資源 魅力 可能性 い 理解 養う  

地域資源 付加価値 高 組 即 地域 工 観 ワ い

理解 養う  

人 観 観 要素 観 支え 組 等 基礎知識 習得  

講義 構成  

 観 海 文 観 森 文 観 都 文 観 いう 括 捉え

構成  

[海 文 観 ] 

世界遺産 嚴島神社 宮島 港 形成 並 観出 欧 海浜 都 学

海辺空間 魅力 海 体験型修学旅行 戦 遺産 和 考え 瀬戸内海 世界 売

出  

[森 文 観 ] 

森 癒 森 体験観 民俗芸能 観 農 環境 観   

[都 文 観 ]              

水辺 Ｉ 集客 伝統文 観  

事業協働地域 最新 観 施策等 調査 講義 映 

広島 観 学 講義 

藤特任教授 
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                                                                                              [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 成 新規開講科目 検討 準備 

 地域課題演習  

 地域 献特定 い 広島 感 科目 成

開講 地域課題演習 内容 検討や調整 行  

演習科目 目的 事業協働地域 あ 持 多彩 魅力や資

源 行わ い 様々 組 い 学生 現地 知見や考察 深

地域 特性や課題 理解 地域志向 育 目指

い  

 成 開講 向 地域情報 集や実施内容

検討 開始 学内 ュ 編成ワ や 教育

専門委員会 実施方針 検討 経 実施特別委員会

内容 決定 後 協働協議会 会議 説明 行い 演習担当教

員会議 開催 実施 ニュ 作成 実施 向 準備 調整

行  

 演習候補 当初 地域 抽出 地域 や活動内容

考慮 最終的 設定 学生 希望者 満 い場

実施 い  

指導体制 学部 教員 あ い 学内

教育研究 偏 教員 地域 現場 指導 経験 機会

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 地域課題演習 概要 

履修 象  次 全学共通系科目 位  

代表教員  芸術学部教授 副学長 前 義春  

演習担当教員  主担当  副担当  

講義 概要  

広島 中心 一 経済生活圏域 多彩 環境や文 等 い 地

域 魅力や資源 人々 組 い 学習 現地 い 知見や考察 深 地域 特

性や課題 い 理解 目指 地域 知 入門演習  

到 目標  

演習 行う 象地域 状況 い 魅力や課題 気 く力 身  

ワ 一定 成果 導 出 習得  

講義 内容  

＜全体 ＞ 

回 演習 概要説明 説明 選択 

回 学習 進 方 現地 活動 方法 編成 

＜ 学習 活動＞ 

～ 回 

事前学習 や地域 理解 活動目標 設定 ※ 回目 全体 各活動 共  

現地活動 ～ 日程 現地 活動 

事後学習 現地活動 整理 

＜全体 ＞ 

回 演習 振 返 全体 演習結果 共  

演習   

次 実施  

演習 選択 希望 希望者 満 い 実施 い  

地域 主担当教員  

瀬戸内海 水産 魚 楽 方 知 広島  国際学部教授 山口 明 

瀬戸内 島 Ｒ 観 映像 作 竹原 大久 島  情報科学研究科准教授 島 和之 

海 自転車 走 行動情報 集 尾 海  情報科学研究科 

教授 竹澤 幸 

中島 基 広島  芸術学部講師 中  圭 

都 河 活用 水 体験 広島 内 河 域  芸術学部講師 藤江竜 郎 

中山間地域 食文 知 安芸高田  社会連携ｾﾝﾀｰ特任助教 賢治 

宮島 歴 や文 知 観 地 考え 廿日 宮島  社会連携ｾﾝﾀｰ特任 

教授 國 善  

半島地域 自然 歴 味 感 山口県 関  社会連携ｾﾝﾀｰ特任教授 藤俊雄 

尾 歴 や文 訪 尾  社会連携ｾﾝﾀｰ特任准教授 岡研一 

使 Ｇ 岩国編 山口県 岩国 社会連携ｾﾝﾀｰ特任助教 植松敏美 

 

■ 地域課題演習 検討 調整 経過 
成  
  地域情報 集 演習 進 方 素案作成 
～  [ ュ 編成ＷＧ] 実施方針 教育目標 方法 課題 設定

担当教員 割 当 骨子 検討 ュ 等 協議 
  [ 教育 専門委員会] 実施方針 協議 
  [ ュ 編成ＷＧ] 演習 候補 い 検討 
  [ 教育 専門委員会] 実施方針 演習 候補

協議 
 [ 実施特別委員会] 実施方針 演習 候補 演習副担
当教員 選任方法 認 

    [教務委員会] [全学共通教育委員会] 実施方針 報  
 学部 演習副担当教員 選任 

    [協働協議会 連絡会議] 実施内容 説明 
～  演習地域 調整等 

成  
 [協働協議会] 実施内容 説明 
 [担当教員会議] 実施 ニュ ュ 等 検討 

   科目 演習 別 作成 実施 ニュ 作成 学生
履修 進 作成 第 回 第 回講義 全体 準備 
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                                                                                              [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 地域課題演習  実施 ニュ 構成 

担当教員 簿 

演習 別分担  

全体 別  

各コ 構成 時間割 講義室 

各 選択 人数 

学習  

全体 表 

評価方法 

関 様式 

 

経費 支出 

事務局連絡  

 
学生 履修 進  
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                                                                                              [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

  地域再生論入門  成 新規開講科目 検討 準備  

 

地域再生 動向 組 地域 熱意 学生 伝え 事業

象地域 活躍 人 育成 資 講義構成  

人口減少社会 中 地域 様々 組 地域再生

い 理解 持 性 あ 地域再生 コ

ワ あ 地域 く や地域資源 活 産業振興 要性 い 都

中山間地域 い 学 内容 い 検討  

 講義 地域 優 実例 紹 協働協議会

組 事例 照会 行う 広島県 山口県や国 機関 意見

聴 等 行い 基 進事例 い 現地調査等 実施 講義資

料 作成  

 成 専門科目 実施 地域再生論 調整

関 教員間 調整 行  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域再生 概念  

地域再生：地域再生法(H17) 基 地

域経済 活性化 地域 け 用創出

そ 他地域 活力 再生を総合的 効

果的 推進 こ た 地域 行う自主的

自律的 取 組みを支援す 地域再

生制度 設置  

講義構成 考え方  

○外部環境変化 地域 厳しい現状や課題 直面す 生

生 とした地域再生の現場 あ こ を伝え  

○ 地域再生論入門 いう位置 け 下 地域再生 い しごと、く

らし、ひと 観点 広く捉え そ 関連性を意識  

○中山間地の価値、都市の役割、両者 近接するライフスタイルの魅力を

Area25 取 組みを基本 広域的 視野 捉え  

地域再生論入門 構成 

4バ 地域資源活用 産業化 

 企業誘致 活性化 

 次産業化や法人経営等 農業 再生 

 高付加価値化 地域内循環 林業 再生 

都市 
人材 都市機能 積等  

中山間地域 
自然 一次産業等  

 

ひと

しごと

くらし

1バ コン ク シテ  

広島市 都心再生 

新球場建設 広島 活性化 

共空間活用 若者文化創出 

郊外住宅団地 再生 

空家再生 尾道 再生 

 建築遺産を活 した山口 再生 

2バ 都市型産業を興す 

 Ｏ Ｏ創出 向けた起業 拠点 

 企業連携 新商品開発 

5バ 人的 ワ 創意工夫 協働 

 再生 担い手 人 組織  

3バ 小さ 拠点 ネッ ワ ク 

 交通 生活サ ビス 確保 

 移住 中山間地域 再生 

シラ ス解説 

公共空間 活用 若者文 創出 都 再生 

若者 移 多様 事 創出 中山間地域 再生   提供 周防大島 定 進協議会 
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 [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 

 観 情報学  成 新規開講科目 検討 準備  

観 学 情報学 組 わ 新 い講義  観 情報学  成

開講 含 講義内容 検討 行  

観 情報学 C C+参加校 あ 広島経済大学 講師 派遣 講義 実

施 情報学 観点 観 事象 捉え 新 い学問分 あ 講義 観

情報学 基礎 学 C C+ 象地域 観 関連 用い

情報 集や観 地 分析 実践的 学習 行う 実際 演習 少人

数 観 関連 録 集 ニ

利用 観 客 行動や観 地 分析等 実施 各成果 表 行

う い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用 支援 利活用 

       ニ 基礎 演習  

広島経済大学 情報学科 石 准教授 

 

海 旅行者 支援  

自動 抽出 手法 提案  

実際 動作 構築 進 い  

観 情報学 手法や構築 活用  

事前 集 記行動 講義 料  

使用 検討 い  

■ 観光情報学 の ラバ 概要 

 

情報科学部 専門教育科目 

履修 象 次 前期集中講義 位  

担当教員 石 亜耶 非常勤講師 

 広島経済大学経済学部 情報学科 准教授  

講義 内容  

 

. 観 情報学  

. 情報 時代 観 行動 

. 観 情報 関 や研究 

. 観 関連 構築 関 組 

. 基礎 S L 

. 基礎 C C+観 関連  

. [ 演習] 広島関連 観 情報 集 う 

. [ 演習] 広島関連 観 情報 録 う 

. 情報 利用 観 地 分析 

. ニ 基礎 yth 基礎 

. ニ 基礎 yth 使 ニ  

. [ 演習] 観 地 抽出 う 

. [ 演習] 観 地 い 分析 う 

. 表資料 作成 

. 位 表 

 

支援  
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 [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 位互換制 実施 向 調整 

 
 教育 ュ 充実 参加校間 地域志向科目 新 位

互換制 設 く 協議 調整 行  

 一般的 位互換 い 学生 履修 学校間 物理的距離 授業時間割

あ 参加校間 限 授業時間 分 分 分 わ い  

学生 講 利便性 考慮 遠隔講義 使用 可能 科目や集中講義形式

実施 可能 科目 中心 設定  

 検討 学内 ュ 編成ワ 教育 専

門委員会 実施案 検討 後 協働協議会 教育 開 委員会 ワ 会議

い 協議 調整 行  
 
■ 位互換制 調整結果 

 協定 締結 事業参加大学間 位互換 関 協定  締結日 成 日 

提供科目  各校 地域志向科目 

遠隔講義 使用 可能 科目や集中講義形式 実施 可能 科目 中心  

 成 位互換科目  校 科目 
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 [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 地域 献特定 履修学生 調査 
 認知 地域 献特定 履修 地域志向 醸成効果 関

調査 実施  

 認知 関 調査 

広島 立大学 地 知 点大学 地方創生事業 指定 地域志向型科目

講義 提供 組 い 認知 把握  

内容 い 少 知 い . ％ 聞い あ 目 あ . ％ あ 認知

約 ％ いう結果  

 入学半 後 時点 調査 あ 後 組 主旨や内容 い ョ

機会 通 積極的 学生 Ｒ いく 求 い  

 

  地域志向 醸成効果 関 調査 

地域 献特定 履修後 講義 講 広島 中心 地域 い 関心

高 う いう意識 変 把握 関連 履修前 地域 関心 把

握  

履修前 い 地域 非常 関心 持 い . ％ 関心 持 い . ％ あ

約 割 学生 関心 確認  

地域 献特定 履修後 講義 講 広島 中心 地域 い 関心

非常 高 . ％ 高 . ％ あ 約 割 学生 い 関心 高 確認

地域志向 高 確認  

講前 地域 関心別 講前 関心 高い学生 い 地域

関心 高 結果 い 講前 あ 関心 持 い 学生 い 地域

関心 程 高 い いう効果 確認  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

82%

22%

9%

20%

14%

66%

53%

56%

15%

5%

11%

35%

20%

31%

1%

2%

4%

23% 31%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常 関心を持っ いた(22人

関心を持っ いた(85人)

普通(96人)

あ 関心を持っ い った(25人)

全く関心を持っ い った(13人)

受講前の関心 地域志向マインド醸成効果

非常 高 った 高 った 普通 そう思わ い 全くそう思わ い

(注) ひろし 論 の履修学生252名対象 Ｈ29.1実施)

認知度  

約 45％ 

(注) 広島の観光学 の履修学生56名対象(Ｈ28.11実施)

(注) ひろし 論 の履修学生252名対象 Ｈ29.1実施)

(注) ひろし 論 の履修学生252名対象 Ｈ29.1実施)

非常 高 った
20.2%

高 った
50.0%

普通

21.0%

そう思わ

い
2.8%

全くそう思わ い

1.6%
断

き い

0.0%

無回答

4.4%

履修 よ 地域志向マインドの醸成効果

地域志向マ ン 醸成効果  

約 7 割 

非常 関心を

持っ いた

8.7%

関心を持っ

いた
33.7%

普通

38.1%

あ 関心を

持っ い

った
9.9%

全く関心を持っ

い った
5.2%

断 き

い
0.0%

無回答
4.4%

履修前 け 地域への関心度

履修前時点 地

域へ 関心度  

約 4 割 
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[  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 共創 開講準備 寄付講  
広島 進 産学官 連携 自動車関連産業 振興策 背景

事業協働機関 あ 自動車 株 寄付講 成 開設

調整 準備 行  

学芸術学部 大学 い特徴 言え 工芸学科 設置

共創 学 工芸分 知見 精神や 術 融

く 精神 真摯 考え 広島 新 価値 社会 提供 創造力 知識

術 修得 人 育成 目指  

 第一線 担当者や 学教員 指導 芸術学部 専

攻分 や学 超え 学生 履修 創造 表現 実践的 教育 実施

 

 

 全学 研修会 開催 
 全学研修会 回開催 学内 事業推進 理解 進や気 醸成  

研修会 出席状況 教職員 分 弱程 あ 出席 教職員

研修会 様子 学内 動 公開 各自 講 可能 体制

整え い  

 
 
 
 
 
 
  

参加人数 第 回 名 第 回 名 本学 名、参加校 大学 名  

日 時 成 月 日 ～  成 月 日 ～  

会 場 講堂 小ホ ル  講堂 小ホ ル  

対 象 全教職員 全教職員 参加校 出席を呼 けた  

内 容 

 

 講師 広島市企画調整部 阪谷幸春部長 
テ マ 万人広島都市圏構想の実現 向けて 

広島広域都市圏の人口動態等 
万人広島都市圏構想 

広域全体 都市圏 としての取組 
広域拠点 中心都市 としての取組 
構想の実現 向けて 
ＣＯＣ＋を進 る 当た て 

 報告 國本善 社会連携センタ  特任教授  
テ マ ＣＯＣ＋の実施状況 いて 

 
講師 広島修道大学 ろしま未来協創センタ 次長  

人間環境学部 三浦浩之教授 
テ マ 大学 地域とい 関わる  

―広島修道大学の地域志向教育プロ ラムの実
践 ら― 

広島修道大学の理念と目標 いて 
地域 るプロ ェ ト いて 
地域イノ ョンコ いて 

 

 

第 回研修会 

第 回研修会 
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 [  成 28 度の実施状況] １ 地域志向型の教育カ ュ ムの整備 推進 

 

9  開催 

成 日 広島国際会議場 い 開催  

始 地方 人口 減少 地域 再設計

様々 試 事業協働地域 い 活性 模索 行わ い う

状況 あ 地域 あ 方や若者 地域志向 う育 い

く い 知見 共 機会  

基調講演者 法人 理事長大 信也氏 迎え 神山 ！日

田舎 変え ―人 人 呼 地域資源 活 方 題 Ｉ 企業や創造性

持 若い人 誘致 人 人 呼 連鎖 循環 生 出 実践 紹 い い

広島 阪谷企 調整部長 広島広域都 圏 い 学芸

術学部 中 講師 基 い 報 あ  

参加者 事業協働機関 一般 含 あ  

い 参加者 情報交換会 開催 参加者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演者 大 信也氏 来場者  

 


